










（	続紙	１	）	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	













































ントテン酸非要求性 M. extorquens AM1株と比較してシロイヌナズナ葉面への定
着能が高いことを示した。 
 
























































3. M. extorquens AM1株の概日性遺伝子ホモログkaiCが葉面定着能に寄与すること
を示すとともに、KaiCタンパク質の発現量やリン酸化が生育温度により調節さ
れ、UVに対する環境適応の制御に関与していることを明らかにした。 
 
	 以上のように、本論文は、葉面に優占化するMethylobacterium spp.の栄養要求性お
よび競合培養時における増殖特性を明らかにし、またM. extorquens AM1株におい
て、概日性遺伝子ホモログkaiCの分子生理的な機能を初めて明らかにしたものであ
る。これらの成果は、葉面微生物と植物の相互作用における新たな知見を提供する
とともに、概日性遺伝子ホモログの新規な生理的意義と生物学的機能を明らかにす
ることで、時計遺伝子の進化における新たな知見を提供するものであり、制御発酵
学、分子細胞生物学、応用微生物学の発展に寄与するところが大きい。 
よって、本論文は博士（農学）の学位論文として価値あるものと認める。	
		なお、平成３１年２月８日、論文並びにそれに関連した分野にわたり試問した結
果、博士（農学）の学位を授与される学力が十分あるものと認めた。	
	 また、本論文は、京都大学学位規程第１４条第２項に該当するものと判断し、公
表に際しては、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを認め
る。	
	 	
	
注）論文内容の要旨、審査の結果の要旨及び学位論文は、本学学術情報リポジトリに
掲載し、公表とする。	
ただし、特許申請、雑誌掲載等の関係により、要旨を学位授与後即日公表するこ
とに支障がある場合は、以下に公表可能とする日付を記入すること。	 	
要旨公開可能日：2019	年	 6	月25日以降（学位授与日から３ヶ月以内） 
	
